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三
河
国
司
源
有
政
と
紀
伊
国
木
本
荘

第
二
節　

摂
関
政
治
か
ら
院
政
の
時
代　

	

　
612

時
代
の
扉
／
摂
関
全
盛
期
の
尾
張
・
三
河
／
兵
ら
の
私
闘
／
受
領
死
去
の
間
隙
／
国
か
ら
京
へ
／
豪
族
伴
氏
の
転
身
／

熱
田
大
宮
司
藤
原
氏
の
登
場
／
尾
張
守
俊
綱
／
院
近
臣
藤
原
顕
長
と
地
域
勢
力
／
院
政
時
代
の
諸
勢
力
／

院
政
期
の
条
里　

安
食
荘
の
成
立
／
康
治
二
年
検
注
帳
案
の
概
要
／
坪
付
注
文
の
例
／
尾
張
国
の
在
庁
官
人
／

武
士
と
寺
社
と
民
衆
／
平
安
末
期
の
緊
張
／
地
域
社
会
の
達
成
と
主
張

第
三
節　

窯
業
生
産
に
み
る
中
世
へ
の
動
き　

	

　
664

平
安
後
期
の
様
相
／
院
御
所
・
御
堂
の
建
築
と
地
方
産
瓦
／
尾
張
・
三
河
の
窯
業
生
産
の
変
化
／

尾
張
で
の
瓷
器
窯
か
ら
山
茶
碗
窯
へ
／
初
期
山
茶
碗
生
産
窯
の
特
徴
／
仏
具
・
瓦
類
な
ど
特
殊
品
の
生
産
／
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尾
張
産
瓦
の
供
給
元
と
背
景
／
そ
の
後
の
瓦
生
産
と
供
給
先
の
変
化
／
中
世
陶
器
生
産
へ
の
展
開
／

沿
岸
部
で
の
土
器
製
塩
の
変
化

第
十
章　

地
域
社
会
の
生
活
と
文
化　

	

　

687

第
一
節　

草
薙
剣
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承　

	

　
688

記
紀
神
話
伝
承
／
神
話
・
伝
承
と
草
薙
剣
／
草
薙
剣
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
／
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
と
倭
建
命
の
墓
／

尾
張
国
風
土
記
と
草
薙
剣
の
性
格
／
尾
張
国
熱
田
太
神
宮
縁
記
の
性
格
／
縁
記
に
み
え
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
／

建
稲
種
公
と
ミ
ヤ
ズ
ヒ
メ
／
草
薙
剣
の
盗
難
と
返
却
／
三
種
の
神
器
と
草
薙
剣
／
熱
田
社
の
神
剣

第
二
節　

熱
田
社
の
展
開
と
神
仏
習
合　

	

　
710

熱
田
社
の
展
開
／
神
仏
習
合
と
神
宮
寺

第
三
節　

尾
張
国
・
三
河
国
と
式
内
社
・
神
戸
・
大
嘗
祭　

	

　
716

式
内
社
／
尾
張
国
の
式
内
社
／
尾
張
国
の
式
内
社
名
の
由
来
／
氷
上
姉
子
社
と
吾
蔓
社
／
三
河
国
の
式
内
社
／
神
階
制
／

尾
張
・
三
河
両
国
の
神
階
授
与
／
尾
張
・
三
河
両
国
の
封
戸
／
尾
張
・
三
河
両
国
と
大
嘗
祭
／

国
司
の
神
拝
と
熱
田
社
・
大
宮
司
／
尾
張
・
三
河
両
国
の
一
宮
と
惣
社

第
四
節　

仏
教
の
導
入
と
普
及　

	

　
746

地
域
社
会
と
仏
教
文
化
／
平
地
の
寺
院
と
山
寺
／
豪
族
と
仏
教
／
尾
張
僧
都
賢
璟
ら
の
活
躍
／
道
場
法
師
と
そ
の
孫
女
／

民
衆
と
仏
教
／
十
世
紀
ま
で
の
仏
像

第
五
節　

摂
関
期
の
仏
教　

	

　
760

地
方
仏
教
推
進
者
の
変
化
／
国
司
の
仏
教
活
動
／
庶
民
の
「
風
俗
」
／
異
形
の
牛
を
め
ぐ
っ
て
／
住
民
の
開
明
的
精
神
／

古
代
寺
院
の
消
長
／
寺
院
の
諸
相

第
六
節　

院
政
期
の
仏
教
と
地
域
社
会　

	

　
772

僧
侶
の
都
鄙
往
還
／
仏
教
思
想
の
動
向
／
三
河
国
司
藤
原
顕
長
の
壺
／
院
政
期
の
仏
像
／
地
域
寺
院
の
形
成
／
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仏
教
を
支
え
た
地
域
住
民
／
三
河
国
普
門
寺
／
風
雲
急

第
十
一
章　

条
里
と
尾
張
・
三
河
の
条
里
遺
構　

	

　

787

第
一
節　

律
令
の
土
地
政
策
と
条
里
プ
ラ
ン　

	

　
788

律
令
の
土
地
制
度
／
条
里
プ
ラ
ン
と
班
田
図
／
条
里
制
と
条
里
プ
ラ
ン
／
尾
張
国
の
班
田
図

第
二
節　

尾
張
国
・
三
河
国
の
条
里
プ
ラ
ン　

	

　
802

水
野
時
二
に
よ
る
尾
張
の
条
里
研
究
／
尾
張
国
の
条
里
呼
称
法
／
律
令
の
条
里
プ
ラ
ン
／
国
図
の
条
里
プ
ラ
ン
／

荘
園
の
条
里
プ
ラ
ン

第
三
節　

尾
張
・
三
河
の
条
里
地
割　

	

　
822

尾
張
・
三
河
の
平
野
の
地
形
／
地
籍
図
と
旧
版
大
縮
尺
図
／
島
畑
の
成
立
と
展
開
／
尾
張
の
条
里
地
割
分
布
／

小
条
里
地
割
区
と
開
拓
単
位
／
歌
川
学
に
よ
る
三
河
の
条
里
研
究
／
三
河
の
条
里
地
割
と
地
籍
図
／

三
河
の
条
里
地
割
分
布
／
尾
張
・
三
河
の
条
里
の
特
性

あ
と
が
き　

	

　

859

執
筆
分
担　

	

　

861

引
用
・
参
考
文
献
一
覧　

	

　

862

掲
載
図
版
一
覧　

	

　

876

資
料
提
供
者
及
び
協
力
者　

	

　

890

愛
知
県
史
編
さ
ん
関
係
者
名
簿　

	

　

892

索
引
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